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1・データ処理付ガンマカウンターANSRの使用経験
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　データ処理機付ガンマカウンターANSRはダイナボ

ット社のHBs抗原Kit等への使用を主目的に開発され

た小規模のカウンターシステムであるが，最大塔載チュ

ーブ数240本の処理能力，計測からデータ処理，精度管

理まですべてがコンピュータ制禦と，きわめて扱い易く，

優れた機器である．また，24時間毎の自動キャリブレー

ション機構や，Slope，　ED　50等を採用した精度管理な

ど，再現性，信頼性向上のために新しい工夫がなされて

いる．

　しかし，データ処理方式が10g・logit一次近似式のみ

であるため，RIA　一般をこのANSRのデータ処理方式

で用いるには検討の必要があると思われた，

2．オフライン・ミニコンによるRI画像処理と，その

　表示方法の検肘
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　RI画像処理はコンピュータの応用により，データ収

集や解析機能ともに進歩し，診断に有効な情報を提供し

ている．とくに，プログラムのROM書き込みによるハ

ー ド化で，処理速度の速い，簡便な装置が多く市販され

ている．しかし，新しいプログラムの開発や追加には，

そのためのOSが必要とされる．

　本報ではRI画像データのフーリエ解析を主にしたプ

ログラムと表示方法の基礎的検討をオフライン・ミニコ

ンYHP－2100システムで行なった．

　使用データは心臓イメージデータでγカメラに直結の

VIP－450で収集し，　MTに記録したものである．これを

YHP－2100に導入し，フーリエ解析プログラムの開発を

試みた．

　VIP－450で記録された特殊なデータフォーマットを変

換後，まず，1）フレーム毎の二次元フーリエ変換を高

速フーリエ変換（FFT）で行ない，空間周波数フィルタ

リングの効果をしらべた．また，2）16フレームの連続

画像の各絵素毎の時間変化（Time　activity　curve）をそれ

ぞれ一次元フーリエ変換し，直流分，基本波および第n

高調波のそれぞれの成分の大きさ（振幅）と位相差を求

め，イメージとして，新たに開発接続したカラーおよび

モノクログラフィック装置に表示するプログラムの作成

を行なった．

3．低エネルギー用ピンホールコリメータの使用経験
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　従来より甲状腺等の検査にピンホールコリメータが使

用されているが，感度が低く，コリメータサイズ，重量

等で臨床使用における取り扱いに問題がある．

　また，最近では低エネルギー核種（99mTc，1231）の使用

が増加しつつあり，コリメータ本体の仕様も軽量化が可

能となってきた，

　今回，われわれは取り扱いの容易なピンホールコリメ

ー タについて検討し，試作した．

　試作した低エネルギー用ヒ゜ンホールコリメータは，検

出器，コリメータ間距離を10cm前後と短かくしたため，

非常に軽量で取り扱いが容易である．

　シンチグラムの像の歪および感度むらについては，従

来のピンホールコリメータを参考とし十分臨床的にも意

義のあるイメージを得ることができた．また感度も高く，

撮影時間の短縮も可能となった．

　市販の1231についてはRI核種にやや問題があり，こ

れらを含めて今後より良いイメージを得るよう検討を行

なう予定である．
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